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小國神社ものがたり

公式ウェブサイト特設ページで
スペシャルムービー公開中

小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語
小國神社のはじまりから
現代までの壮大な物語

　この物語は、静岡市在住の絵本・造形
作家のたたらなおきさんよりご奉納いた
だいた全長約七メートルの絵物語をもと
に作成をしたアニメーションです。
　神代より語り継がれてきたお話には、

日本人の「豊かで優しい和の心」の原点
が描かれています。神々の営みの中から
「正しい道筋をたてて生きてゆくことの
大切さ」や、「思いやりのこころ」を学
びましょう。

日本の神様の物語は
『日本の良き国柄』、『伝統』、『文化』を
今に伝えています。

始
は
神
代
と
伝
え
ら
れ
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の

社
記
に
よ
る
と
、
人
皇
二
十
九
代
欽
明
天
皇
の
御
代
十

六
年
（
五
五
五
）
二
月
十
八
日
に
本
宮
山
峯
（
本
宮

山
）
に
御
神
霊
が
顕
れ
た
後
、
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
、
山
麓
約
六
キ
ロ

の
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
正
一
位
の
神
階
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
年
々
御
神
前
に
幣
帛
を
捧
げ
ら
れ
文
武
天
皇
大
宝
元

年
（
七
〇
一
）
春
十
八
日
に
勅
使
奉
幣
の
際
、
特
に
十
二
段
舞
楽
を

奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
延
喜
式
内
社
に
列
せ
ら

れ
、
中
世
に
は
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
な
ど
、
朝
野
の
崇

敬
が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
戦
で
は
、
家
康
公
は
御
神
霊
を
別
所

に
遷
し
、
願
文
と
三
条
小
鍛
冶
宗
近
作
の
太
刀
を
奉
り
戦
勝
を
祈
願

し
た
後
、
社
殿
を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。
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。
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、
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さ
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列
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ら
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、
中
世
に
は
徳
川
家
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を
は
じ
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と
す
る
武
将
な
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、
朝
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の
崇
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が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
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す
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後
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全
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。

　

天
正
三
年
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）
に
勝
利
を
得
た
家
康
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は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
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さ
れ
現
在
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至
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て
お
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ま
す
。
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成

十
七
年
に
は
御
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五
〇
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が
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行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

遠
江
国
一
宮

小
國
神
社
の
由
来

創
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宗像社と紅葉（令和2年12月2日）

師
走
を
迎
え
て

師
走
を
迎
え
て

　

年
の
瀬
を
迎
え
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
時
、
何
と
い
っ
て
も
中
国
武
漢
か
ら
発
生
い
た
し
ま
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
あ
り
、
未
だ
全
世
界
に
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
も
っ
て
、

こ
の
新
型
感
染
症
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

現
在
闘
病
中
の
皆
様
の
一
刻
も
早
い
ご
回
復
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
新
型
感
染
症
が
発

生
以
来
、
自
ら
の
危
険
も
顧
み
ず
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
う
た
め
、
ま
た
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、

献
身
的
な
努
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
医
療
従
事
者
・
医
療
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
残
念
な
こ
と
に
感
染
者
へ
の
誹
謗
中
傷
や
風
評
被
害
も
散
見
さ
れ
ま

す
こ
と
は
悲
し
い
こ
と
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
気
持
ち
も
塞
ぎ
が
ち
で
す
が
、
科
学
的
根
拠
に

基
づ
き
冷
静
な
行
動
に
努
め
、
こ
の
国
難
を
乗
り
越
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
四
月
以
来
延
期
さ
れ
て
い
ま
し
た
「
立
皇
嗣
の
礼
」
が
十
一
月
八
日
、
宮
中
に
お
き
ま
し
て

無
事
厳
粛
の
裡
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
儀
式
は
、
天
皇
陛
下
の
御
譲
位
と
新
帝
陛
下
の
御
即
位

に
関
わ
る
一
連
の
儀
式
の
中
で
最
後
の
儀
式
で
あ
り
、
天
皇
陛
下
よ
り
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下
が
皇
位

継
承
第
一
位
の
「
皇
嗣
」
と
な
ら
れ
た
こ
と
を
国
の
内
外
に
宣
明
す
る
重
要
な
儀
式
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
宣
明
に
よ
り
、
皇
位
継
承
順
位
は
悠
仁
親
王
殿
下
が
第
二
位
と
な
り
常
陸
宮
正
仁
親
王
殿
下
が
第
三

位
に
な
ら
れ
ま
す
が
、
安
定
的
な
皇
位
継
承
に
は
決
し
て
十
分
な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
悠
仁

様
を
お
さ
さ
え
す
る
世
代
の
皇
族
方
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
重
要
な
課
題
で
す
。
古
来
例
外
な
く
男

系
男
子
に
よ
り
継
承
さ
れ
て
き
た
伝
統
を
尊
重
し
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
す
。
政
府
は
大
御
心
を
拝
し

議
論
を
先
送
り
す
る
の
で
は
な
く
真
摯
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
教
育
勅
語
が
渙
発
さ
れ
ま
し
て
か
ら
一
三
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
教
育
勅
語
は
、
明
治
維
新
に
よ
り
急
速
に
西
洋
化
す
る
我
が
国
に
お
い
て
道
徳
心
の
荒
廃
を
懸
念

さ
れ
た
明
治
天
皇
が
日
本
人
の
心
の
拠
り
所
で
あ
る
道
徳
の
根
本
、
教
育
上
の
基
礎
と
な
る
も
の
を
示

す
た
め
に
編
纂
を
命
じ
た
も
の
と
言
わ
れ
ま
す
。
よ
く
話
題
に
さ
れ
る
の
が
、
「
一
旦
緩
急
ア
レ
バ
義

勇
公
ニ
奉
シ
以
テ
天
壌
無
窮
ノ
幸
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
」
の
部
分
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
国
家
の
平

和
と
国
民
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
そ
う
な
と
き
に
は
愛
す
る
祖
国
や
同
胞
家
族
を
守
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
勇
気
を
出
し
て
力
を
尽
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
書
か
れ
て
い
る
内

容
は
、
至
っ
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
教
育
勅
語
は
、
私
た
ち
が
忘
れ
か
け
て
い
る
徳
目
が
三
一
五

文
字
の
中
に
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
十
二
の
徳
目
を
改
め
て
見
つ
め
直
し
生
き
る
よ
す
が
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

　

当
社
で
昨
年
よ
り
進
め
て
お
り
ま
す
「
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念　

令
和
の
お
屋
根
替
え
」
の
記
念
事

業
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
工
事
は
順
調
に
進
み
第
一
期
工
事
で
あ
り
ま
す
真
名
井
及
び
神
徳
殿
・
渡
り
殿

の
お
屋
根
替
え
が
無
事
に
完
工
致
し
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
来
年
か
ら
は
、
ご
祭
神
が
鎮
ま
り
ま
す
御
本

殿
の
お
屋
根
替
え
に
着
工
致
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
支
援
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

令
和
二
年
十
二
月
十
五
日



4

教
育
勅
語
渙
発
一
三
〇
年
を
迎
え
て

特
集

〜
改
め
て
考
え
る
私
た
ち
の
祖
先
が
大
切
に
し
て
き
た
生
き
方
〜

　

正
式
に
は
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」
と
言
い
、
明
治
二
十
三
年
十
月
三
十

日
に
明
治
天
皇
よ
り
渙
発
（
陛
下
の
お
言
葉
を
広
く
国
の
内
外
に
発
布
す
る

こ
と
）
さ
れ
た
教
育
に
関
す
る
お
言
葉
で
す
。
こ
の
勅
語
に
は
、
私
た
ち
日

本
人
が
祖
先
よ
り
受
け
継
い
で
き
た
豊
か
な
感
性
と
美
徳
が
表
さ
れ
、
人
が

生
き
て
い
く
上
で
と
て
も
大
事
な
徳
目
が
簡
潔
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

本
特
集
で
は
、
教
育
勅
語
が
持
つ
普
遍
的
な
価
値
観
を
改
め
て
お
伝
え
し

ま
す
。

か
ん
　
ぱ
つ

教
育
勅
語
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

き
ょ
う 

い
く 

ち
ょ
く  

ご

　

明
治
天
皇
は
、
嘉
永
五
年
九
月
二
十
二
日
、

孝
明
天
皇
の
第
二
皇
子
と
し
て
御
降
誕
あ
そ
ば

さ
れ
、
慶
応
三
年
一
月
九
日
、
御
年
わ
ず
か
十

六
歳
（
数
え
年
）
で
御
即
位
さ
れ
ま
し
た
。

　

陛
下
の
日
常
生
活
は
質
素
倹
約
で
あ
り
、
ど

ん
な
に
寒
さ
が
厳
し
い
日
で
も
暖
房
は
火
鉢
一

つ
だ
け
で
過
ご
し
、
暑
い
夏
の
日
も
軍
服
を
着

用
し
執
務
を
行
う
な
ど
、
自
己
を
厳
し
く
律
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
立
憲
君
主
と
し
て
の
御
修
学
を
目
的

と
し
て
、
天
皇
で
初
め
て
日
本
の
隅
々
ま
で
巡

幸
さ
れ
国
民
の
生
活
ぶ
り
を
知
悉
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
を
治
め
る
に
は
、
ま
ず
国
民
の
気

持
ち
を
第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
国
民
生
活
の
安
泰
・
幸
福
を
祈
る
皇
室
の
伝

統
で
す
。

　

さ
ら
に
、
陛
下
は
和
歌
を
大
変
お
好
み
に
な

り
優
れ
た
歌
を
多
く
残
さ
れ
、
生
涯
に
お
詠
み

に
な
っ
た
御
製
（
和
歌
）
の
数
は
九
万
三
千
余

首
に
も
お
よ
ぶ
と
さ
れ
ま
す
。
歌
題
は
多
岐
に

わ
た
り
、
何
れ
も
現
代
に
通
じ
る
ほ
ど
格
調
が

高
く
、
陛
下
の
大
御
心
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

明
治
四
十
五
年
七
月
三
十
日
、
御
年
六
十
一

歳
で
崩
御
せ
ら
れ
京
都
の
伏
見
桃
山
御
陵
に
お

鎮
ま
り
に
な
り
、
大
正
九
年
に
は
明
治
神
宮
に

お
祀
り
さ
れ
国
家
国
民
の
繁
栄
と
世
界
平
和
の

守
り
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

か
　  

え
い

ち
　  

し
つ

こ
う   

め
い

け
い   

お
う

ぎ
ょ   

せ
い

お
お     

み   

こ
こ
ろ

ふ
し     

み     

も
も   

や
ま    

ご    

り
ょ
う

こ
う   

た
ん

明
治
天
皇

親に孝養をつくしましょう

兄弟・姉妹は仲良くしましょう

夫婦はいつも仲むつまじくしましょう

友だちはお互いに信じあって付き合いましょう

自分の言動をつつしみましょう

広く全ての人に愛の手をさしのべましょう

勉学に励み職業を身につけましょう

知識を養い才能を伸ばしましょう

人格の向上につとめましょう

広く世の人々や社会のためになる仕事に励みましょう

法律や規則を守り社会の秩序に従いましょう

正しい勇気をもって国のため真心を尽くしましょう

孝　　行

友　　愛

夫婦ノ和

朋友ノ信

謙　　遜

博　　愛

修学習業

智能啓発

徳器成就

公益世務

遵　　法

義　　勇

こうこう

ゆうあい

ふうふのわ

ほうゆうのしん

けんそん

はくあい

しゅうがくしゅうぎょう

ちのうけいはつ

とくきじょうじゅ

こうえきせいむ

じゅんぽう

ぎゆう

教育勅語の12の徳目
（東京大学文書館 所蔵）
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◀
教
育
勅
語
渙
発

　
一
三
〇
年
記
念
祭
斎
行

◀
参
列
者
に
教
育
勅
語
の

　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
授
与

　

今
か
ら
約
一
五
〇
年
前
、
江
戸
幕
府
が
終
局
を
迎
え
文

明
開
化
と
な
る
当
時
、
政
府
が
欧
米
に
な
ら
っ
て
進
め
て

い
た
極
端
な
近
代
化
政
策
が
広
が
る
な
か
、
今
ま
で
日
本
人

が
持
っ
て
い
た
道
徳
観
や
価
値
観
は
軽
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
教
育
に
関
し
ま
し
て
も
混
乱
が
生
じ
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
実
情
に
明
治
天
皇
は
御
心
を
痛
め
ら
れ
、

日
本
の
伝
統
的
な
精
神
や
文
化
を
基
に
特
定
の
宗
教
や
思

想
に
偏
ら
な
い
教
育
の
指
針
を
国
民
に
示
そ
う
と
、
多
く

の
関
係
者
と
相
談
を
さ
れ
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
教
育

勅
語
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
状
況
の
中
で
渙
発
さ
れ
た
の

で
す
。

な
ぜ
、
渙
発
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う

　

戦
後
七
十
五
年
を
迎
え
、
国
民
の
倫
理
観
・

道
徳
観
は
著
し
く
低
下
し
、
心
の
荒
廃
も
進
ん

で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
教
育
現
場

で
は
、
学
力
や
モ
ラ
ル
は
低
下
し
、
生
徒
の
悪

質
な
い
じ
め
や
自
殺
、
学
校
な
ど
に
対
し
て
自

己
中
心
的
か
つ
理
不
尽
な
要
求
を
す
る
親
な
ど

も
増
え
始
め
、
以
前
で
は
考
え
ら
れ
な
い
事
態

が
次
々
と
起
き
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
に
は
、
教
育
基
本
法
が
改
正
さ

れ
「
豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
を
培
う
」
な
ど
の

徳
目
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
教
育
勅
語
に
書

か
れ
い
る
素
晴
ら
し
い
日
本
人
の
精
神
を
今
一

度
呼
び
起
こ
し
、
先
人
達
が
伝
え
る
普
遍
的
な

心
を
今
を
生
き
る
私
達
が
再
び
取
り
戻
す
た
め

に
は
、
「
修
身
の
授
業
（
道
徳
教
育
）
」
が
不

可
欠
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

　

教
育
勅
語
口
語
訳
文
を
お
読
み
い
た
だ
い
た
現
代
の
皆
様
に
と
っ
て
、
な

ん
の
違
和
感
も
な
く
当
然
の
事
だ
と
感
じ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

　

書
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
人
間
教
育
の
基
本
で
あ
り
、
日
本
人
の
豊
か
な

精
神
を
形
成
し
て
き
た
の
で
す
。

　

こ
の
教
育
勅
語
の
理
念
と
精
神
を
基
に
行
わ
れ
て
き
た
「
修
身
」
と
い
う

道
徳
教
育
は
明
治
初
期
か
ら
大
東
亜
戦
争
終
結
後
ま
で
、
小
・
中
学
校
で
教

え
ら
れ
て
い
た
科
目
で
す
。

　

戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
占
領
政
策
の
一
環
と
し
て
、
「
教
育
勅
語
」
が
国
民
教

育
の
思
想
的
基
礎
と
し
て
神
聖
化
さ
れ
て
い
る
と
問
題
視
し
、
衆
参
両
議
院

に
よ
り
教
育
勅
語
の
奉
読
（
朗
読
）
と
神
聖
的
な
取
り
扱
い
を
行
わ
な
い
こ

と
を
決
議
し
排
除
失
効
さ
れ
ま
し
た
。

美
し
い
日
本
人
の
こ
こ
ろ
を
取
り
戻
す
た
め
に
は

教育勅語 現代語訳
国民の皆さん、私たちの祖先は、国を建て初めた時から、道義道徳を大
切にする、という大きな理想を掲げてきました。そして全国民が、国家と
家庭のために心を合わせて力を尽くし、今日に至るまで美事な成果をあ
げてくることができたのは、わが日本のすぐれた国柄のおかげであり、ま
たわが国の教育の基づくところも、ここにあるのだと思います。
国民の皆さん、あなたを生み育ててくださった両親に、「お父さんお母さ
ん、ありがとう」と、感謝しましょう。兄弟のいる人は、「一緒にしっかりや
ろうよ」と、仲良く励ましあいましょう。縁あって結ばれた夫婦は、「二人
で助けあっていこう」と、いつまでも協力しあいましょう。学校などで交わ
りをもつ友達とは、「お互い、わかってるよね」と、信じあえるようになりま
しょう。　　
また、もし間違ったことを言ったり行った時は、すぐ「ごめんなさい、よく
考えてみます」と自ら反省して、謙虚にやりなおしましょう。どんなことで
も自分ひとりではできないのですから、いつも思いやりの心をもって「み
んなにやさしくします」と、博愛の輪を広げましょう。誰でも自分の能力と
人格を高めるために学業や鍛錬をするのですから、「進んで勉強し努力
します」という意気込みで、知徳を磨きましょう。さらに、一人前の実力を
養ったら、それを活かせる職業に就き、「喜んでお手伝いします」という
気持ちで公＝世のため人のため働きましょう。ふだんは国家の秩序を保
つために必要な憲法や法律を遵守し、「約束は必ず守ります」と心に
誓って、ルールに従いましょう。もし国家の平和と国民の安全が危機に
陥るような非常事態に直面したら愛する祖国や同胞を守るために、それ
ぞれの立場で「勇気を出してがんばります」と覚悟を決め、力を尽くしま
しょう。
いま述べたようなことは、善良な日本国民として不可欠の心得であると
共に、その実践に努めるならば、皆さんの祖先たちが昔から守り伝えて
きた日本的な美徳を継承することにもなりましょう。
このような日本人の歩むべき道は、わが皇室の祖先たちが守り伝えてき
た教訓とも同じなのです。かような皇室にとっても国民にとっても「いい
もの」は、日本の伝統ですから、いつまでも「大事にしていきます」と心が
けて、守り通しましょう。この伝統的な人の道は、昔も今も変わることの
ない、また海外でも十分通用する普遍的な真理にほかなりません。
そこで、私自身も、国民の皆さんと一緒に、これらの教えを一生大事に
守って高い徳性を保ち続けるため、ここで皆さんに「まず、自分でやって
みます」と明言することにより、その実践に努めて手本を示したいと思い
ます。

－ 明治神宮崇敬会刊『たいせつなこと』より －

明治23年10月30日
御名（御実名「睦仁」）・御璽（御印鑑「天皇御璽」）
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特別寄稿

新型コロナウイルス感染症の
　　　　　　　　　　感染対策

　

令
和
元
年
十
二
月
に
中
国
で
発
生
が
確
認

さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
あ
っ
と

い
う
間
に
日
本
を
含
め
世
界
中
に
広
が
り

ま
し
た
。
九
月
に
一
度
感
染
者
数
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
十
一
月
に
入
り
全
国
的
に
も
患

者
数
が
増
加
し
県
内
で
も
多
く
の
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
症

状
が
あ
れ
ば
受
診
す
る
ほ
う
が
良
い
の
か
、

予
防
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
な
ど
、
こ
の

感
染
症
の
症
状
や
経
過
、
感
染
対
策
を
ま
と

め
ま
す
。

　

潜
伏
期
間
（
感
染
し
て
か
ら
発
症
す
る
ま

で
の
期
間
）
は
、
一
〜
十
四
日
と
幅
が
あ
り

ま
す
が
、
多
く
は
四
〜
五
日
で
発
症
し
ま
す
。

　

症
状
が
出
る
場
合
は
発
熱
，
呼
吸
器
症
状

（
咳
嗽
、
痰
、
息
切
れ
、
咽
頭
痛
）
、
食
欲

低
下
、
倦
怠
感
な
ど
が
多
い
よ
う
で
す
。
初

期
の
段
階
で
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
区

別
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
比
べ
る
と
鼻
汁
や
咽
頭
痛
が
少
な
い

こ
と
、
発
熱
な
ど
の
後
に
味
覚
障
害
や
嗅
覚

障
害
が
出
る
こ
と
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
特
徴
と
さ
れ
ま
す
。
一
方
最
初
か

ら
最
後
ま
で
症
状
の
出
な
い
方
も
い
ま
す
。

多
く
の
国
や
集
団
で
調
べ
た
結
果
で
は
四
割

ほ
ど
の
方
が
無
症
状
で
し
た
。
比
較
的
若
い

方
に
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

発
症
後
の
経
過
を
見
る
と
、
八
十
パ
ー
セ

ン
ト
の
方
は
そ
の
ま
ま
軽
症
の
ま
ま
自
然
治

癒
し
ま
す
が
、
十
五
〜
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
の

方
は
肺
炎
に
移
行
し
酸
素
投
与
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
残
り
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
は
呼

吸
不
全
な
ど
集
中
治
療
が
必
要
な
重
症
な
病

態
と
な
り
、
二
〜
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が
命

を
落
と
し
ま
す
。
今
ま
で
蓄
積
さ
れ
た
症
例

デ
ー
タ
か
ら
高
齢
者
、
男
性
、
高
血
圧
や
心

臓
疾
患
、
肺
気
腫
な
ど
の
慢
性
肺
疾
患
な
ど

が
重
症
化
し
や
す
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
が
ん
患
者
さ
ん
の
デ
ー
タ
は
少
な
い
で

す
が
、
一
般
の
方
と
比
べ
重
症
化
の
リ
ス
ク

は
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
か

ら
回
復
し
た
後
も
何
ら
か
の
後
遺
症
の
症
状

が
続
く
方
が
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
海
外
か
ら
の
報
告
で
は
八
割
程
度
に
倦

怠
感
や
呼
吸
困
難
感
、
関
節
痛
、
睡
眠
障
害
、

集
中
力
低
下
な
ど
の
合
併
症
が
残
っ
た
と
す

る
報
告
も
あ
り
ま
す
。

　

自
身
が
新
型
コ
ロ
ナ
か
な
と
思
っ
た
ら
、

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
か
帰
国
者
・
接
触
者

相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
、
受
診
の
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。
静
岡
県
の
相
談
窓
口
は
静

岡
市
保
健
所
、
浜
松
市
保
健
所
、
そ
の
ほ
か

の
地
域
と
三
か
所
に
分
か
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w
.pref.shizuoka.jp/kousei

/ko-420a/kansen/new
-cov.htm

l

）
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
家
庭
や
職
場
で
気
を
付
け
る
こ
と
を

ま
と
め
ま
す
。
感
染
症
が
人
か
ら
人
へ
と
伝

播
す
る
経
路
は
主
に
、
①
空
気
感
染
、
②
飛

沫
感
染
、
③
接
触
感
染
の
三
つ
で
す
。
今
回

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
主
に
②
飛
沫
に

よ
っ
て
感
染
が
広
が
る
感
染
症
で
す
。
咳
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

臨
床
経
過

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

予
防
す
る
た
め
に
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く
し
ゃ
み
や
会
話
に
よ
っ
て
飛
ん
だ
つ
ば
や

し
ぶ
き
（
飛
沫
）
に
含
ま
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を

他
の
人
が
吸
引
す
る
こ
と
に
よ
り
感
染
が
成

立
し
ま
す
。
飛
沫
は
水
分
を
含
む
た
め
、
飛

距
離
は
感
染
源
か
ら
一
〜
二
メ
ー
ト
ル
程
度

と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
マ
ス
ク
の

着
用
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
が
有
効

な
対
策
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
頻
度
は

少
な
い
も
の
の
、
感
染
者
が
触
っ
た
環
境
表

面
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
着
、
他
の
人
が
同
じ
環

境
を
触
り
、
手
に
付
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
鼻
や

口
か
ら
侵
入
す
る
接
触
感
染
も
あ
り
得
ま
す
。

ま
た
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
と
呼
び
ま
す
が
、
換

気
の
悪
い
環
境
で
は
一
〜
二
メ
ー
ト
ル
以
上

の
距
離
を
超
え
て
ウ
イ
ル
ス
が
同
じ
環
境
に

い
る
人
に
感
染
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
国

内
で
は
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
大
勢
の
人
が
換

気
の
悪
い
環
境
に
密
集
し
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
感
染

リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
、
三
密
（
密
閉
、

密
集
、
密
接
）
を
避
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
職
場
で
必
要
な
感
染
対
策
で
す
が
、

一
番
は
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
や
す
い
三
密

を
避
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス

や
年
末
年
始
は
大
勢
の
人
が
密
集
す
る
イ
ベ

ン
ト
が
多
く
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
換
気
が
十

分
か
を
確
認
す
る
、
体
調
不
良
の
人
は
参
加

し
な
い
・
さ
せ
な
い
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で

す
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
三
密
を
避
け
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
マ
ス
ク
は
有
効
な

防
護
策
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
場

合
、
発
症
前
の
症
状
の
な
い
時
期
か
ら
ウ
イ

ル
ス
を
排
出
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
発
症
二
日
前
か
ら
発
症
一
〜
二
日
後
の

ウ
イ
ル
ス
量
が
最
も
多
く
、
他
の
人
へ
感
染

さ
せ
る
リ
ス
ク
が
高
い
よ
う
で
す
。
そ
の
た

め
症
状
が
な
く
と
も
、
人
と
会
い
会
話
を
す

る
際
に
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
が
有
効

な
対
策
で
す
。
た
だ
、
屋
外
で
換
気
の
良
い

場
所
で
人
が
密
集
し
な
い
環
境
下
に
お
い
て

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
ス
ク
に
も
布
マ
ス
ク
や
不
織
布
マ
ス
ク
、

透
明
マ
ス
ク
と
呼
ば
れ
る
口
元
を
隠
す
も
の

な
ど
様
々
な
種
類
の
も
の
が
売
ら
れ
て
い
ま

す
。
不
織
布
マ
ス
ク
が
最
も
ウ
イ
ル
ス
排
出

を
防
ぐ
効
果
が
高
い
で
す
が
、
布
マ
ス
ク
も

着
用
す
る
こ
と
に
よ
り
ウ
イ
ル
ス
排
出
を
大

幅
に
減
ら
す
こ
と
が
実
験
で
も
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
医
療
機
関
で
は
な
い
場
所
で
は
布

マ
ス
ク
で
も
十
分
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
た
だ
ネ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
マ
ー
や
フ
ェ

イ
ス
シ
ー
ル
ド
な
ど
口
元
に
隙
間
が
あ
る
よ

う
な
も
の
は
隙
間
か
ら
飛
沫
が
拡
散
す
る
た

め
推
奨
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
他
に
は
手
指
衛

生
の
徹
底
や
、
体
調
不
良
の
場
合
は
仕
事
や

遊
び
に
行
か
な
い
な
ど
が
重
要
な
対
策
で
す
。

こ
う
し
た
基
本
的
な
感
染
対
策
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
は
な
く
、
冬
季
に
流
行

す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス

に
も
有
効
で
す
。
南
半
球
で
は
北
半
球
と
は

異
な
り
毎
年
七
〜
九
月
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
ま
す
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
流
行
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
基
本
的
な
対
策
を
徹

底
し
、
様
々
な
感
染
症
か
ら
身
を
守
り
心
身

と
も
に
安
ら
か
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
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令
和
二
年
十
一
月
十
九
日
㈭
午
後
二
時
よ

り
、
総
代
を
始
め
世
話
人
な
ど
二
十
五
名
の

参
列
の
も
と
、
疫
神
齋（
疫
病
鎮
静
祈
願
祭
）

を
厳
粛
に
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
社
の
疫
神
齋
の
起
源
は
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
「
延
宝
の
記
録
」
に
よ
り
ま
す

と
、
少
な
く
と
も
今
か
ら
三
〇
〇
年
以
上
前

か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
。 疫

神
齋
斎
行

え
き       

じ
ん       

さ
い

疫
神
齋
の
斎
行

疫
神
齋
の
斎
行

　
神
札
は
、
当
社
の
職
員
が
一
体
ず
つ
丁
寧

に
手
刷
り
し
、
約
一
四
〇
〇
体
を
調
製
し
て

い
ま
す
。
当
日
、
ご
神
前
で
お
祓
い
さ
れ
た

神
札
は
世
話
人
を
始
め
、
総
代
や
組
長
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
全
氏
子
に
頒
布
さ
れ
て

い
ま
す
。
　

　
こ
の
神
札
は
、
疫
病
鎮
静
は
も
ち
ろ
ん

様
々
な
災
い
か
ら
お
護
り
下
さ
る
神
札
で
す
。

玄
関
や
戸
口
の
内
側
、
目
線
よ
り
高
い
所
に

神
札
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
お
祀
り

く
だ
さ
い
。

　
神
札
は
押
し
ピ
ン
な
ど
で
刺
さ
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

疫
神
齋
御
札

疫
神
齋
御
札

　
私
達
の
祖
先
は
、
疫
病
を
目
に
見
え
な
い

恐
ろ
し
い
存
在
「
疫
病
神
」（
や
く
び
ょ
う

が
み
）
と
認
識
し
、
そ
の
疫
病
の
神
を
鎮
め

る
た
め
に
祭
祀
を
行
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
全
国
の
神
社
で
行
う
主
な
お
祭

り
は
「
祭
」
の
文
字
を
使
う
お
祭
り
で
あ
り
、

神
恩
に
感
謝
し
、
更
な
る
ご
加
護
を
祈
り
ま

す
。
そ
れ
に
対
し
て
疫
神
齋
で
は
、
な
ぜ

「
齋
」
の
字
を
使
う
の
で
し
ょ
う
。

　
「
齋
」
と
は
、
「
い
わ
う
、
忌
み
清
め
る
、

心
身
を
清
め
て
飲
食
を
謹
ん
で
神
に
仕
え

る
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

疫
病
の
神
を
清
め
鎮
め
る
儀
式
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。

疫
神
齋
と
は
�ど
の
よ
う
な

お
祭
り
で
し
�
う
か

疫
神
齋
と
は
�ど
の
よ
う
な

お
祭
り
で
し
�
う
か

▶
神
籬
台
に
お
供
え
す
る
御
札

▶
疫
神
齋
御
札

〜
古
よ
り
変
わ
る
こ
と
の
な
い
信
仰
〜

い
に
し
え

▲修祓（しゅばつ）お祓いを受ける参列者

疫神齋祝詞を奏上▲

▲疫神齋御札を授与する宮司

特 
殊 

神 

事

　
疫
病
神
と
は
、
病
気
な
ど
様
々
な
災
厄
を

も
た
ら
す
悪
神
と
さ
れ
疫
神
・
厄
神
と
も
云

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
疫
病
神
を
防
ぐ
お
祭
り
の
信
仰
は
古
く
か

ら
あ
り
、
奈
良
の
大
神
神
社
や
狭
井
神
社
で

行
わ
れ
る
鎮
花
祭
や
都
に
疫
神
が
入
ら
な
い

よ
う
都
の
四
隅
で
行
っ
た
道
饗
祭
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
災
厄
を
も
た
ら
す
疫
病
の

神
を
祀
る
と
い
う
こ
と
は
我
が
国
独
自
の
考

え
方
で
あ
り
、
丁
寧
に
お
祀
り
す
る
こ
と
に

よ
り
、
疫
病
の
神
は
災
厄
を
防
ぐ
霊
威
あ
る

神
へ
と
変
わ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
年
間
の
災
厄
を
祓
う
た
め
に
正
月
に
神

社
に
参
拝
す
る
風
習
は
、
こ
う
し
た
信
仰
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

疫
病
神
と
は
�

ど
の
よ
う
な
神
様
で
す
か

疫
病
神
と
は
�

ど
の
よ
う
な
神
様
で
す
か

や
く
び
�
う 

が
み

え
き  

じ
ん         

や
く   

じ
ん

ち
ん   

か    

さ
い

み
ち
あ
え
の
ま
つ
り
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当
社
で
は
こ
の
度
、
大
神
様
の
ご
加
護
を

広
く
お
受
け
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
お
守
り

を
奉
製
い
た
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
中
国
武
漢
に
て
発
生
致
し
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
全
世
界
に
猛
威
を

振
る
い
、
我
が
国
に
お
き
ま
し
て
も
未
曾
有

の
事
態
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
人
間
と
感
染
症
と
の
戦
い
は
、

今
に
始
ま
っ
た
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
が

国
も
古
代
よ
り
何
度
と
な
く
苦
し
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
我
が
国
の
伝
染
病
の
歴
史
は
、

縄
文
時
代
に
現
れ
た
結
核
や
寄
生
虫
症
に
始

ま
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
記
録
に
残
る
最
も
古

い
も
の
が
「
日
本
書
紀
」
の
崇
神
天
皇
五
年

に
記
さ
れ
た
疫
病
で
あ
り
、
全
国
各
地
で
大

流
行
し
た
と
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
は
、
現
存
す
る
最
古
の
歴
史
書
で
あ

り
ま
す
我
が
国
の
正
史
「
日
本
書
紀
」
が
編

纂
さ
れ
て
か
ら
、
一
三
〇
〇
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
日
本
書
紀
に
は
、
我
が
国
が
疫

病
と
い
う
国
難
を
ど
う
乗
り
越
え
て
き
た
の

か
記
さ
れ
て
お
り
、
現
在
の
状
況
に
も
通
用

す
る
教
訓
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
崇
神
天
皇
五
年
に
発
生
し
た
疫
病
で
は
、

当
時
の
国
内
人
口
の
半
分
を
失
っ
た
と
さ
れ

ま
す
。
崇
神
天
皇
は
、
こ
の
よ
う
な
国
難
に

対
し
て
神
々
に
疫
病
鎮
静
を
願
っ
て
祈
り

続
け
た
の
で
す
。
し
か
し
事
態
は
治
ま
り
ま

せ
ん
。

　
天
皇
は
、
皇
居
に
て
お
祀
り
し
て
い
た
天

照
大
御
神
を
皇
居
の
外
に
遷
し
お
祀
り
し
、

大
田
田
根
子
（
大
物
主
の
子
）
に
三
輪
山
の

大
物
主
神
を
お
祀
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
倭
大
国
魂
神
や
八
十
万
の
神
々
を
お
祀

り
し
、
天
神
と
地
祇
を
お
祀
り
す
る
社
を
定

め
丁
重
に
お
祀
り
し
ま
し
た
。
す
る
と
漸

く
疫
病
は
終
息
し
国
は
平
穏
を
と
り
も
ど

し
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
古
代
の
人
々
は
、
目
に
見
え

な
い
疫
病
に
対
し
真
摯
に
向
き
合
い
、
神
々

に
祈
り
を
捧
げ
、
力
を
合
わ
せ
乗
り
越
え
て

き
た
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
節
分
の
豆
撒
き
や
・
雛
祭
り
・

端
午
の
節
句
の
菖
蒲
湯
な
ど
は
、
疫
病
を
鎮

め
る
た
め
に
宮
中
に
て
行
わ
れ
て
い
た
儀
式

が
庶
民
の
間
に
広
が
り
、
形
を
変
え
な
が
ら

も
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
す
。
他

に
も
六
月
の
茅
輪
神
事
や
祇
園
祭
な
ど
夏
に

行
わ
れ
る
祭
典
行
事
な
ど
に
は
、
疫
神
や
疫

病
を
祓
い
鎮
め
る
と
い
う
意
味
を
も
つ
も
の

が
数
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
現
在

に
も
通
用
す
る
信
仰
に
よ
り
生
ま
れ
た
も
の

で
す
。

　
未
だ
予
断
を
許
さ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
す
が
、
神
々
に
祈
り
を
捧
げ
、

神
々
の
ご
加
護
に
よ
り
新
型
感
染
症
が
早
期

に
終
息
し
、
平
穏
な
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
書
紀
が

現
在
に
伝
え
る
こ
と

日
本
書
紀
が

現
在
に
伝
え
る
こ
と

◀
疫
難
除
守
　
初
穂
料
一
、〇
〇
〇
円

降神の儀▲

ご奉仕される伶人の皆様▲

お供えする和稲と▲
古式神酒

疫
難
除
守
の
授
与

疫
難
除
守
の
授
与

え
き  

な
ん  

よ
け 

ま
も
り

え
き  

な
ん  

よ
け 

ま
も
り

や
そ
よ
ろ
ず

あ
ま
つ
か
み

く
に
つ
か
み
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古
よ
り
護
り
伝
え
る
神
事
芸
能

い
に
し
え

舞舞
楽楽

白

幡

富

幸

大

場

　

篤

天
野
智
加
志

大

場

詞

信

内

藤

明

廣

鶴

見

俊

之

小

林

　

隆

鈴

木

勝

幸

小

川

正

恭

鈴

木

章

夫

野

口

雅

人

石

橋

宏

高

大

場

睦

基

両

角

温

真

山

崎

隼

誠

藤

原

蒼

生

内

山

太

陽

大

塲

斗

喜

渡

辺

稀

介

鈴

木

慶

一

指
南
役

副
指
南
役

行
頭
　
衣
裳
方

楽
頭
　
行
事

師

匠

稚

児

太
平
楽

古式十二段舞楽奉仕者御芳名
（敬称略）

小
國
神
社
古
式
十
二
段
舞
楽

◀
太
平
楽

◀
稚
児
舞

　
十
一
月
三
日
㈫
明
治
祭
に
併
せ
、
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
古

式
十
二
段
舞
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
例
年
、
四
月
の
例
祭
に
奉
奏
さ
れ
ま
す

が
、
本
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
よ
り
奉
奏

が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
舞
楽

保
存
会
の
皆
様
よ
り
子
供
の
舞
だ
け
で
も

奉
納
し
た
い
と
の
強
い
思
い
の
も
と
、
新

型
感
染
症
の
終
息
を
願
い
明
治
祭
当
日
の

奉
納
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
大
勢
の
参

拝
者
が
見
守
る
中
「
連
舞
」「
蝶
の
舞
」

「
太
平
楽
」「
抜
頭
」
の
四
つ
の
演
目
を

無
事
に
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
我
が
国
は
、
神
事
芸
能
を
始
め
と
す
る

伝
統
文
化
の
宝
庫
で
す
。

　
明
治
天
皇
の
御
誕
生
日
で
も
あ
る
文
化

の
日
に
ご
奉
納
い
た
だ
け
ま
し
た
こ
と
は

大
変
あ
り
が
た
く
意
義
深
い
も
の
を
感
じ

ま
す
。 明

治
の
日
に

古
式
十
二
段
舞
楽
奉
納

明
治
の
日
に

古
式
十
二
段
舞
楽
奉
納

え
ん   

ぶ

ば   

と
う

ち
ょ
う

ま
い

た
い  

へ
い  

ら
く

▲5番　太平楽▲3番　蝶の舞

▲奉納前にご神前に拝礼する奉仕者
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々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら

生
き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が

繰
り
返
し
行
な
わ
れ
、

私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や

文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら

生
き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が

繰
り
返
し
行
な
わ
れ
、

私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や

文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
々
と
お
祭
り

か
み 

ま
つ

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の
な
か
か
ら

生
き
方
を
学
び
信
仰
の
礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史
を
ふ
ま
え
、

豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を
生
活
の
な
か
に
生
か
し
、

神
々
と
生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が

繰
り
返
し
行
な
わ
れ
、

私
た
ち
は
そ
の
中
で
信
仰
や

文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

神神
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▲古式神酒用の木桶と醸造中の御神酒

▲塚本こなみ会長のご挨拶

　
本
年
も
色
と
り
ど
り
に
沢
山
の
花

を
咲
か
せ
、
来
園
者
の
心
を
癒
や
し

て
く
れ
た
花
菖
蒲
の
植
え
替
え（
株
分

け
）作
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
花
菖
蒲
は
、
梅
雨
の
時
期
の
風
物

詩
と
し
て
江
戸
時
代
頃
よ
り
品
種
改

良
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
種
子
か
ら
育
て
ま
す
と

親
株
よ
り
劣
っ
た
花
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
株
を
分
け
て
苗
か
ら

育
て
る
の
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
花
菖
蒲
は
連
作
障
害
を

引
き
起
こ
し
や
す
い
植
物
で
す
。
連

作
障
害
と
は
同
じ
場
所
で
同
種
の
植

物
な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
と
、
段
々

と
そ
の
数
が
減
少
し
て
し
ま
う
現
象

の
こ
と
で
す
。
当
社
で
は
、
八
七
〇

坪
の
園
内
を
毎
年
半
分
ず
つ
、
二
年

間
か
け
て
植
え
替
え
作
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
作
業
は
、
地
域
の
皆
様
と
神

職
が
行
っ
て
い
ま
す
が
、
綺
麗
な
花

を
咲
か
せ
る
た
め
に
一
番
大
事
な
作

業
は
、
こ
の
株
分
け
の
作
業
と
い
わ

れ
ま
す
。

花
菖
蒲
園
植
え
替
え
作
業
実
施

　
古
式
神
酒
は
、
神
様
に
お
供
え
す
る

御
神
酒
と
し
て
御
本
殿
近
く
の
神
饌
殿

に
て
、
伝
統
の
製
法
で
醸
造
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
年
も
十
一
月
二
十
三
日
の
新
嘗
祭

に
向
け
仕
込
み
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

御
神
酒
は
、
十
月
か
ら
三
月
に
か
け
年

間
四
回
醸
造
さ
れ
ま
す
が
、
神
職
が
毎

日
丁
寧
に
か
き
混
ぜ
発
酵
さ
せ
て
完
成

さ
せ
ま
す
。

　
出
来
上
が
り
ま
し
た
御
神
酒
は
、
暑
い

夏
の
時
期
以
外
は
、
毎
日
の
日
供
祭
を

始
め
全
て
の
祭
典
に
お
供
え
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
祭
典
後
の
直
会
の
席
で
は
撤

下
神
酒
と
し
て
、
ご
参
列
の
皆
様
に
お

召
し
上
が
り
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

浜
名
湖
ガ
�
デ
ン
ツ
�
リ
ズ
ム

推
進
会
議
開
催

古
式
神
酒
︵
ど
ぶ
ろ
く
︶
の

仕
込
み
が
始
ま
る

　
十
月
八
日
㈭
、
第
一
回
浜
名
湖
ガ
ー

デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
会
議
を
研
修
室

に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
国
土

交
通
省
が
創
設
し
た
制
度
で
複
数
の
庭

園
が
テ
ー
マ
を
も
と
に
連
携
す
る
こ
と
で
、

よ
り
個
性
を
際
立
た
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

良
さ
を
発
揮
し
、
魅
力
的
な
体
験
や
国

際
交
流
を
創
出
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
当
日
は
、
推
進
会
議
会
長
・
花
み
ど

り
振
興
財
団
の
塚
本
こ
な
み
様
を
始
め

関
係
者
約
二
十
名
が
出
席
し
、
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
塚
本
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
当
社
職
員
よ
り
由
緒
説
明
や

四
季
折
々
に
咲
く
花
々
の
紹
介
、
現
在

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を

い
た
し
ま
し
た
。

◀
植
え
替
え
作
業
の
様
子

◀
子
神
絵
図
の
奉
納

　
七
月
二
十
日
㈪
浮
世
絵
師
で
あ
る
萬
家
一
斎
先
生
よ
り
当
社

に
「
子
神
絵
図
」
の
作
品
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
萬
家
先
生
は
「
古
事
記
」
編
纂
一
三
〇
〇
年
を
祝
し
、
十
二

年
の
歳
月
を
掛
け
全
国
の
神
社
に
「
十
二
支
絵
図
」
の
奉
納
活

動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
十
干
十
二
支
の
年
回
り
で
「
庚
子
」
に
あ
た
り
ま

す
。
日
本
の
神
話
「
古
事
記
」
に
、
ね
ず
み
は
当
社
の
ご
祭
神

「
大
己
貴
命
」
の
危
機
を
救
っ
た
良
獣
と
し
て
記
さ
れ
、
国
造

り
を
始
め
た
年
が
「
甲
子
」
の
年
と
伝
わ
る
こ
と
か
ら
も
古
来

よ
り
「
子
年
」
は
瑞
兆
の
年
（
良
い
こ
と
が
起
こ
る
前
兆
の

年
）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
社
の
縁
日
で
も
あ
る
甲
子
祭
の
日
に
、
関
わ
り
の
深
い

「
ね
ず
み
」
の
浮
世
絵
を
ご
奉
納
い
た
だ
け
た
こ
と
は
大
変
あ

り
が
た
い
こ
と
で
す
。
萬
家
先
生
の
今
後
の
ご
活
躍
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

萬
家
一
斎
先
生
﹁
子
神
絵
図
﹂
奉
納

ね  

が
み  

え   

ず

か
の
え
ね

き
の
え
ね

ず
い
ち
ょ
う

12
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立皇嗣礼当日祭斎行▲

真名井と神徳殿のお屋根替え完工▲

遠江総合高校の皆様▲

明神通り振興会より奉納された顔出しパネル▲

御大典記録写真パネル展▲

　
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
、
令
和
の

お
屋
根
替
え
事
業
の
第
一
期
と
し
て

進
め
て
参
り
ま
し
た
「
真
名
井
及
び

神
徳
殿
の
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
」

が
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
無
事
に
竣
工

い
た
し
ま
し
た
。

　
施
工
前
の
屋
根
は
、
雨
水
に
さ
ら

さ
れ
た
部
分
の
劣
化
が
激
し
く
、
草

や
小
木
が
生
え
る
箇
所
も
数
多
く
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
古
い
檜
皮
を
剥

が
し
屋
根
の
内
部
調
査
で
は
、
長
年

の
風
雨
に
よ
り
野
地
板
や
軒
な
ど
に

浸
食
箇
所
が
見
つ
か
り
、
目
に
見
え

な
い
部
分
も
含
め
経
年
劣
化
の
現
状

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
工
事
は
順
調
に
進
み
、
去
る
十
月

十
九
日
に
無
事
引
き
渡
し
と
な
り
ま

し
た
。

神
徳
殿
屋
根
葺
き
替
え
工
事
竣
工

　
十
月
二
十
一
日
㈬
静
岡
県
立
遠
江
総
合
高

校
二
年
生
の
生
徒
十
四
名
が
体
験
学
習
に
訪

れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
学
習
は
、
『
遠
高
生
が
考
え
る

「
心
和
ら
ぐ
森
町
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
し
、

「
観
光
」
を
テ
ー
マ
に
体
験
学
習
を
行
い
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
境
内
を
案
内
し
な
が
ら
職
員
よ

り
基
本
的
な
参
拝
作
法
や
由
緒
説
明
、
当
社

が
現
在
進
め
て
い
る
お
屋
根
替
え
事
業
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
神
社
は
伝
統
文
化
の
宝
庫
で
す
。
そ
の
歴

史
や
伝
統
を
学
ぶ
こ
と
は
、
我
が
国
の
精
神

文
化
を
理
解
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
次

世
代
を
担
う
生
徒
の
皆
様
が
自
国
の
伝
統

文
化
を
学
び
、
地
域
の
活
性
化
を
考
え
る
姿

勢
は
大
変
有
り
難
く
、
心
強
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

遠
江
総
合
高
校
体
験
学

　
十
一
月
八
日
㈰
午
前
九
時
よ
り
立
皇
嗣
礼
当

日
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
典
は
、
宮
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
「
立

皇
嗣
礼
」
を
奉
祝
し
、
大
神
様
に
そ
の
由
を
ご

奉
告
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
度
の
天
皇
陛
下
に
よ
る
宣
明
に
よ
り
秋

篠
宮
文
仁
親
王
殿
下
は
、
皇
位
継
承
第
一
位
の

「
皇
嗣
」
に
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
皇
室
典
範
に

記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
天
皇
陛
下
の
皇
子
（
子

供
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
「
皇
太
子
」
で
は

無
く
「
皇
嗣
殿
下
」
に
な
ら
れ
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
立
皇
嗣
礼
と
い
う
名
称
の
儀
式
は
歴

史
上
初
め
て
行
わ
れ
る
儀
式
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

形
式
的
に
は
平
成
三
年
の
「
立
太
子
礼
」
を
踏

襲
し
た
形
に
な
り
ま
す
。
儀
式
は
、
国
民
が
見

守
る
中
無
事
滞
り
な
く
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ご
皇
室
の
一
層
の
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

立
皇
嗣
礼
当
日
祭
斎
行

　
十
一
月
三
日
㈫
〜
九
日
㈪
に
か
け
、
当
社
で
は
天

皇
陛
下
の
御
即
位
を
記
念
し
令
和
御
大
典
記
録
写
真

パ
ネ
ル
展
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ネ
ル
展
で
は
、
通
常
で
は
な
か
な
か
目
に

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
御
大
典
に
関
す
る
一
連
の
儀

式
の
写
真
を
展
示
い
た
し
ま
し
た
。

　
御
代
替
わ
り
に
関
わ
る
諸
行
事
は
、
天
皇
陛
下
を

国
の
中
心
に
い
た
だ
く
我
が
国
の
国
柄
を
反
映
し
た

内
容
で
す
。
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
御
大
典
が
我
が

国
の
悠
久
の
歴
史
と
伝
統
に
基
づ
く
国
家
的
重
儀
で

あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ご
皇
室

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
一
助
と
な
る

こ
と
を
念
願
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
ご
来
場
を
い
た

だ
き
、
来
場
者
か
ら
は
「
と
て
も
貴
重
な
写
真
を
見

さ
せ
て
い
た
だ
き
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
」
や
「
我

が
国
の
伝
統
に
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。
」
と
い
う
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

奉
祝
天
皇
陛
下
御
即
位
令
和
御
大
典

記
録
写
真
パ
ネ
ル
展
開
催

り
�

こ
う
し
の
れ
い
と
う
じ
つ
さ
い
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境
内
の
紅
葉
が
見
頃
を
迎
え
、
大
勢
の
参

拝
者
で
賑
わ
う
十
一
月
二
十
三
日
㈪
に
新
嘗

祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

氏
子
の
皆
様
よ
り
、
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま

し
た
農
産
物
を
ご
神
前
に
お
供
え
し
、
今
年

一
年
の
豊
か
な
稔
り
と
諸
産
業
の
発
展
に
感

謝
い
た
し
ま
し
た
。

新
嘗
祭
の
斎
行

に
い     

な
め    

さ
い

　

新
嘗
祭
に
併
せ
、
小
國
神
社
振
興
会

主
催
に
よ
る
「
奉
納
農
産
物
品
評
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
は
、
新

型
感
染
症
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た

が
、
見
事
な
奉
納
農
産
物
が
並
び
、
全

二
二
五
点
も
の
農
産
物
を
ご
奉
納
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
即
売
会
に
は
多

く
の
皆
様
が
訪
れ
、
大
変
な
賑
わ
い
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
品
評
会
で
受
賞
さ
れ
た

方
々
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
小
國
神
社
賞

・
生　

姜　
　

円
田
上　

鈴
木　

紀
雄

・
治
郎
柿　
　

谷　

中　

西
尾　

貞
雄

・
白　

菜　
　

谷　

中　

井
口　

松
子

・　

米　
　
　

谷　

中　

村
松　

久
雄

・　

茶　
　
　

中
川
上　

本
多　

利
吉

●
遠
州
中
央
農
業
協
同
組
合
理
事
長
賞

・
大　

根　
　

片　

瀬　

毛
利　

正
雄

・
椎　

茸　
　
　

橘　
　

髙
木　

一
彦

・
蜜　

柑　
　

上
川
原　

鈴
木　

英
夫

・
レ
タ
ス　
　

谷　

中　

鈴
木　

農
園

・　

米　
　
　

中
川
上　

鈴
木　

定
男

●
小
國
神
社
振
興
会
賞

・
生　

姜　
　

米　

倉　

山
出　

博
司

・
な
め
こ　
　
　

橘　
　

中
村　

隆
好

・
ブ
ロッコ
リ
ー　
　

円
田
上　

鈴
木
か
づ
枝

・　

米　
　
　

円
田
上　

鈴
木　

伸
明

・
柚　

子　
　

谷　

中　

朝
比
奈
紀
子

●
特
等
賞

・
キ
ャ
ベツ　
　

大
久
保

　
　
　
Ｊ
Ａ
女
性
部
ふ
た
ば
グ
ル
ー
プ

・
大　

根　
　

大
久
保

　
　
　
Ｊ
Ａ
女
性
部
ふ
た
ば
グ
ル
ー
プ

・
治
郎
柿　
　

上
川
原　

野
口　

富
彦

・
玄　

米　
　

上
川
原　

野
口　

富
彦

・　

茶　
　
　

中
川
上　

本
多　

利
吉

●
特
別
賞

・
二
十
八
点
出
品

　
　
　
　

谷　

中　

㈲
佐
野
フ
ァ
ー
ム

第
六
十
四
回
奉
納
農
産
物

第
六
十
四
回
奉
納
農
産
物

品 

評 

会 

開 

催

令
和
二
年

篤
志
奉
納
者
へ
感
謝
状
贈
呈

　

新
嘗
祭
に
併
せ
、
昨
年
十
一
月
よ
り
本
年
十
月
ま
で
に
、

ご
神
前
に
ご
奉
納
さ
れ
た
篤
志
奉
納
者
の
皆
様
へ
感
謝
状

と
記
念
品
の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
絵
画
「
子
神
絵
図
」
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
ま

し
た
萬
家
一
斎
様
、
鉄
製
干
支
作
品
を
十
二
年
間
に
亘
り

社
頭
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
鈴
木
格
子
様
を
は
じ
め
と
す
る

四
名
の
皆
さ
ま
に
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
ご
奉
納
品
名
と
ご
芳
名
を
掲
載
し
、
改
め
ま

し
て
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
皇
室
記
念
硬
貨
（
三
十
一
点
）　
　
　
　
　

小
澤
芳
巳

●
絵
画
「
子
神
絵
図
」
一
幅　
　

浮
世
絵
師　

萬
家
一
斎

●
小
國
神
社
明
神
通
り
縁
結
び
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
こ
づ
ち
君
」・「
こ
づ
ち
姫
」

　
　

株
式
会
社
さ
の
や
会
館　

代
表
取
締
役　

井
谷　

茂

●
鉄
製
干
支
作
品　

社
頭
に
設
置
（
十
二
年
間
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
格
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◀
鈴
木
格
子
様
に
感
謝
状
贈
呈

◀
振
興
会
会
員
に
よ
る
即
売
会
の
ご
奉
仕
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小
國
神
社
で
は
、
令
和
の
御
代
替
わ
り
を
お
祝
い
し
、
天
皇
陛
下
御
即

位
記
念
『
令
和
の
お
屋
根
替
え
』
〜
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
祈
り
・
技
・
美
〜

を
、
四
年
の
歳
月
を
か
け
、
御
本
殿
以
下
社
殿
群
の
お
屋
根
の
葺
き
替
え

工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

当
社
の
御
本
殿
以
下
社
殿
の
お
屋
根
は
、
日
本
唯
一
の
伝
統
技
法
「
檜

皮
葺
」（
檜
の
皮
で
屋
根
を
葺
く
技
法
）
で
葺
か
れ
た
屋
根
で
す
。
古
来

よ
り
、
そ
の
造
形
の
柔
ら
か
な
曲
線
と
風
合
い
に
代
表
さ
れ
る
繊
細
な
優

美
さ
は
、
日
本
の
風
土
と
調
和
し
て
き
ま
し
た
。
古
典
文
学
「
枕
草
子
」

に
は
、『
雪
は
檜
皮
葺
、
い
と
め
で
た
し
。
す
こ
し
消
え
が
た
に
な
り
た

る
ほ
ど
。…

』
と
綴
ら
れ
、
白
雪
と
檜
皮
の
屋
根
が
織
り
な
す
色
の
絶
妙

な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
風
情
豊
か
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
な
葺
き
替
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
材

そ
の
も
の
の
美
し
さ
を
喜
び
讃
え
、
清
ら
か
な
状
態
を
大
切
に
し
て
き
た

私
た
ち
の
祖
先
が
造
り
だ
し
た
「
日
本
の
美
」
で
あ
り
、
古
よ
り
変
わ
る

こ
と
の
な
い
神
様
へ
の
「
祈
り
」
が
、
そ
の
「
技
」
と
「
美
」
を
護
り
伝

え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
御
本
殿
以
下
社
殿
の
お
屋
根
は
、
古
い
も
の

で
は
六
十
余
年
、
新
し
い
も
の
で
も
四
十
余
年
の
月
日
が
経
過
し
て
お
り

ま
す
。
檜
皮
を
使
っ
た
お
屋
根
は
た
び
た
び
補
修
を
施
し
て
参
り
ま
し
た

が
、
耐
用
年
数
を
考
慮
す
る
と
き
、
葺
き
替
え
工
事
に
着
手
す
る
べ
き
と

判
断
致
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
祭
神
、
大
己
貴
命
が
鎮
ま
る
御
本
殿
を
は
じ
め
社

殿
の
常
若
（
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
あ
る
こ
と
）
に
努
め
、
先
人
が
護
り

伝
え
て
き
た
、「
祈
り
の
精
神
文
化
」
と
貴
重
な
「
伝
統
技
術
」
を
次
世

代
に
つ
な
ぎ
、
よ
り
一
層
神
さ
ま
の
ご
加
護
を
戴
け
ま
す
よ
う
、
本
事
業

を
進
め
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。

　

世
情
厳
し
い
折
か
と
存
じ
ま
す
が
何
卒
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
支
援
、
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

遠
江
国
一
宮　

小
國
神
社　
　
　
　

宮
司　

打
田　

文
博

　
　
　
　
　
　

小
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会　
　
　
　
　

会
長　

鈴
木　
　

覺

　
　
　
　
　
　

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念
事
業
「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
財
委
員
会
委
員
長　

亀
山　

鋹
男

ご
奉
賛
の
お
願
い

み　

よ　

が

や　

ね　

が

わ
だ
ぶ
き

ひ
の
き

ひ
わ
だ

ひ
わ
だ

さ
い  

じ
ん

と
こ  

わ
か

ひ

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と

ね

や

が

令
和
の

お
屋
根
替
え

次
世
代
へ
繋
ぐ　

祈
り
・
技
・
美

天
皇
陛
下

御
即
位
記
念

OK
UN
IJ
IN
JA

 　
　

　
　

　　　　　　　
　

　
　

 O
K
U
N
IJINJAOK

UN
IJ
IN
JA

 　
　

　
　

　　　　　　　
　

　
　

 O
K
U
N
IJINJA

社
務
所
に
て
お
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

（
そ
の
他
の
方
法
を
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
）

第１期工事　令和2年1月14日～  3月31日：真名井（完工）
　　　　　　令和2年2月12日～10月20日：神徳殿・渡り殿（完工）
第２期工事　令和3年2月12日～10月30日：御本殿
　　　　　　令和4年2月12日～  5月30日：並宮
第３期工事　令和4年4月20日～12月10日：拝殿
　　　　　　令和5年2月12日～10月30日：中門、幣殿

工期日程

お屋根替えにともなう主な文化事業
（葺き替え工事現場見学会）
屋根葺き替え作業の様子を一般公開いたします。
日程、お申し込み方法は、改めてお知らせいたします。

○お問い合わせ先：小國神社崇敬奉賛会事務局
〒437-0226　静岡県森町一宮3956-1
電話：0538-89-7302
Email  oyanegae@okunijinja.or.jp
「令和のお屋根替え」～ 次世代へつなぐ 祈り・技・美 ～
公式WEBサイト　okunijinja.or.jp/oyanegae/

奉
賛
金
に
つ
い
て

ご寄付に関する詳しいお問い合わせは、
小國神社崇敬奉賛会事務局までお願いいたします。

御本殿
●
御本殿
● ●並宮●並宮

真名井●真名井●幣殿
●
幣殿
●

神徳殿●神徳殿●

●渡り殿●渡り殿拝殿
●
拝殿
●

修
復
を
必
要
と
す
る
檜
皮
葺
屋
根

募財期間：令和元年  8月 1日から
　　　　　令和５年10月30日まで
総 予 算：3億5,000万円

▶
永
い
年
月
に
亘
っ
て
雨
風
に
晒
さ
れ
た
屋
根
は
、
損
傷
や
経
年
劣
化
、

　
植
物
の
侵
食
な
ど
が
確
認
で
き
ま
す
。
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た
し
応
適
に
土
風
の
本
日
と
美
形
造
な
雅
優

法
技
統
伝
の
」
美
と
用
「

檜
「法
技
統
伝
の
来
古
本
日、
は
根
屋
お
の
社
神
國
小
　

た
れ
か
葺
で
）
法
技
く
葺
を
根
屋
で
皮
の
檜
（」
葺
皮

。
す
で
根
屋

に
築
建
級
上
は
で
代
時
良
奈
、
り
ま
広
に
代
時
鳥
飛
　

工
根
屋
い
高
の
式
格
も
最
は
に
代
時
安
平
、
れ
ら
い
用

。
た
し
ま
れ
ら
い
用
に
ど
な
築
建
社
神
、
り
な
と
法

け
だ
皮
く
な
と
こ
る
す
採
伐
を
檜
の
上
以
年
百
齢
樹
　

る
も
ま
を
社
御
ら
か
風
雨
の
上
以
年
十
三
、
は
根
屋
葺

国
、
た
え
揃
ね
兼
を
美
線
曲
い
し
美
で
細
繊
と
性
能
機

も
て
し
と
産
資
化
文
の
有
特
本
日
い
な
見
を
例
は
に
外

。
す
ま
い
て
れ
さ
知
認

葺
皮
檜ひ 

わ 

だ

ぶ 

き

大正4年創業。兵庫県丹波市で100余年の
歴史をもつ。日本古来の技法で、国の選定
保存技術に指定されている檜皮葺・杮葺の
職人技術をもち、国内の国宝・重要文化財
等社寺仏閣の屋根を葺く。
創業年に「遠江国一宮 小國神社 檜皮葺屋
根の葺替え」を施工した記録が残る。

ね

や

が

令
和
の
お
屋
根
替
え

綴皮工程の動画が
ご覧頂けます。檜皮を整える村上社寺工芸社の職人達

20～30 本程の竹釘を口に含み、舌を使って一本ずつ口から釘を出
します。金槌を握る手で釘を掴み、屋根金槌の「伏金」と呼ばれ
る部分で檜皮に差込み、金槌で打ち込みます。金槌の格子状の溝
により竹釘の頭が潰れ、抜けない形状で完全に打ち込まれます。

片手釘打の動画が
ご覧頂けます。

職人の技【 片手で竹釘を打つ 】

進
捗
状
況

▲神徳殿の箱棟鬼飾り ▲神徳殿の完工
　お屋根を確認する宮司

▲御本殿の屋根葺き替え工事
　打合せ会の様子

現
在
、
真
名
井
及
び
神
徳
殿

の
お
屋
根
の
修
復
が
完
工
し

て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
来
年

よ
り
は
御
本
殿
の
お
屋
根
替

え
に
着
工
し
ま
す
。

（
令
和
二
年
十
二
月
現
在
）

創業当時の記録

介
紹
人
職
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お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
天
皇
陛
下
御
即
位

記
念
「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」
の
趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
支

援
、
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
す
こ
と
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
奉
納
頂
い
た
ご
浄
財
は
造
営
資
金
と
し
て
大
切
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

職
員
一
同
、
更
な
る
ご
神
徳
の
発
揚
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
変
わ
ら
な
い
ご
崇
敬
を
賜
り
ま
す
れ
ば
幸
い
に
存

じ
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
ご
芳
名
を
掲
載
し
改
め
ま
し
て
重
ね
て
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

令
和
の
お
屋
根
替
え

令
和
の
お
屋
根
替
え

〜 

次
世
代
へ
つ
な
ぐ 
祈
り
・
技
・
美 

〜

〜 

次
世
代
へ
つ
な
ぐ 
祈
り
・
技
・
美 

〜

『
ご
奉
賛
の
皆
さ
ま
』

『
ご
奉
賛
の
皆
さ
ま
』

※令和2年6月1日～令和2年11月30日迄（順不同・敬称略）

●
壱
百
萬
円
以
上

　

株
式
会
社　

大
西　

　
　

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　

鈴
木　

司
郎

　

㈱
小
澤
建
材

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　

小
澤　
　

清

　

豊
田
肥
料
株
式
会
社

　

有
限
会
社
ウ
ッ
ド

　
　

モ
デ
リ
ン
グ
相
曾

　
　
　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　

相
曾　

信
幸

　

ヤ
マ
ハ
モ
ー
タ
ー

　

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

　
　
　
　
　

株
式
会
社

●
五
拾
萬
円
以
上

　

あ
し
か
び

　
　
　
　

井
谷　
　

茂

　

伊
藤　
　

晃

　

㈱
小
倉
商
店

　
　
　
　

小
倉　

伸
吾

　

村
松　

藤
雄

　

遠
州
森
鈴
木
農
園　

　
　
　
　
　

株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　
　

鈴
木　
　

弥
　

㈱
ト
キ
ワ
シ
ス
テ
ム

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　

中
本　

智
規

●
参
拾
萬
以
上

　

有
限
会
社

　
　

朝
比
奈
造
園

　
　
　

朝
比
奈
教
人

　

山
本　

充
喜

　

山
下　

柳
二

　

村
松
三
喜
男

　

飯
田　

豊
次

●
弐
拾
萬
円
以
上

　

宮
谷　
　

傳

　

岡
野
建
設

　
　
　
　

株
式
会
社

　

鈴
木　

幸
雄

●
壱
拾
萬
円
以
上

　

㈱
遠
州
工
務
店

　

山
岸
志
恵
子

　

P
H
７
理
美
容
室

　
　
　

大
久
保
久
男

　

藤
塚　

英
一

　

遠
州
み
も
ろ
焼

　
　
　

田
米　

和
好

　

Brightcolor

　
　
　

鈴
木　

宏
和

　

村
松　

義
市

　

メ
イ
ク
ア
ッ
プ

　
　

株
式
会
社

　
　
　

中
根
信
一
郎

　

石
原　

茂
高

　

山
本　

𣳾
幸

　

山
本　

令
子

　

安
間　
　

宏

　

王　
　

剣
波

　

林　
　

珊
珊

　

早
川
富
士
男

　

早
川　

昌
宏

　

牛
丸　
　

尊

　

鈴
木　

勇
造

●
五
萬
円
以
上

　

福
岡　

寿
郎

　

松
尾　
　

要

　

伊
部　

司
郎

　

久
野　

涼
子

　

平
田　

秀
幸

　

中
村　

禮
二

　

下
原　

健
史

　

亀
久
保

　
　
　

八
幡
神
社

　

増
田　

祐
一

　

山
中
眞
喜
夫

●
壱
萬
円
以
上

　

鈴
木　

淳
浩

　

髙
橋　

周
平

　

清
水　
　

博

　

髙
木　

達
雄

　

㈱
天
鳳
堂

　
　

代
表
取
締
役

　
　
　

足
達　

孝
篤

　

福
若　

勝
夫

　

三
浦　

善
一

　

中
村　

剛
夫

　

松
尾　

貞
子

　

竹
内　

利
眞

　

布
川　

正
和

　

稲
葉　

悦
子

　

古
牧　

十
策

　

金
原　

光
春

　

天
野
つ
ゆ
子

　

阿
部
恵
一
郎

　

渡
邉　

宏
昭

　

井
上　

惠
資

　

影
山　

愛
子

　

㈱
三
戸
建
設

　
　
　

三
戸　

敬
介

　

倉
見
美
代
次

　

加
藤　

啓
高

　

服
部　

文
子

　

ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ス

　
　
　
　
　

M
＆
K

　
　
　

亀
岡　

光
則

　

磯
崎　

茂
史

　

志
楽
会

　
　
　

伊
藤　

芳
郎

　

紅
林　

信
光

　

井
上　

惠
資

　

石
川
て
い
子

　

加
茂　

侑
美

　

坂
本　
　

保

　

藤
井　

茂
之

　

高
木　

貴
幸

　

渥
美　

将
彦

　

岩
﨑　

文
隆

　

大
塚　

光
夫

　

川
口　

広
宜

　

平
尾　

智
紀

　

村
松
惠
美
子

　

宗
像　
　

博

　

鈴
木　

孝
代

　

鈴
木　

英
一

　

加
藤　

敏
行

　

清
勝
運
輸
㈱

　
　
　

岩
﨑　

勝
洋

　

杉
浦　
　

修

　

加
藤
あ
や
子

　

鈴
木　

誠
次

　

服
部　

憲
司

　

小
川　

歳
耀

　

柳
原　

宏
行 　

　
　
　

か
な
恵

　

山
本　

正
尚

　

島
崎　

仁
美

　

原
田
志
の
ぶ

　

杉
﨑　

真
澄

　

小
池　

義
明

　

吉
川　
　

望

　

大
橋　

信
彦

　

岩
辺　
　

勉

　

伊
郷　

則
弘

●
金
一
封

　

袴
田　

敏
宏

　

北
島　

秀
哲

　

河
合　

智
矢

　

木
津　

時
男

　

鈴
木　

利
弥

　

羽
手
村
陽
子

　

赤
間　

隆
一

　

大
石　

高
秀

　

松
下　

愛
侑

　

松
本　

優
輝

　

松
本　

結
菜

　

近
藤　

弘
之

　

田
中　

教
順

　

尾
藤　

則
子

　

川
淵　

浩
史

　

八
木　

友
佑

　

辻
村　
　

勲

　

辻
村　

幸
枝

　

大
野　

景
子

　

髙
橋　

秀
人

　

齊
藤　

勝
子

　

福
室　

英
之

　

梶
村　

敦
子

　

大
畑　

政
好

　

加
藤　

義
章

　

新
井　

広
志

　

石
井
小
百
合

　

須
永　

浩
介

　

鈴
木　

由
典

　

竹
澤　

好
成

　

金
原　

幸
香

　

小
番　

知
子

　

小
番　

裕
子

　

㈱
ス
ズ
キ
薬
局

　
　
　

鈴
木　

惇
弘

　

梅
谷　

晴
男

　

土
屋　

保
衛

　

菅
沼
由
紀
子

　

柴
田　

美
樹

　

三
浦　

康
弘

　

名
刀　

邦
弘

　

太
田　

康
子

　

神
麻　

三
郎

　

髙
木　
　

淳

　

松
坂　
　

聡

　

合
資
会
社

　

ヤ
マ
六
燃
料
商
会

　
　
　

鈴
木　

眞
美

　

永
井　

秀
忠

　

増
澤　

宏
昭

　

中
澤　

勇
二

　

中
澤　

妙
子

　

中
澤　

佳
奈

　

浦
田　

雅
人

　

大
庭　

直
人

　

松
原　

弘
明

　

石
井　

紀
子

　

阿
部　

一
良

　

小
森　

政
治

　

高
宮　

朝
昭

　

高
宮
真
由
美

　

石
井　

秀
敏

　

荒
木　
　

徹

　

橋
本　
　

岳

　

稲
垣
あ
け
み

　

森　
　

昌
子

　

川
島　
　

治

　

西
ヶ
谷
直
美

　

小
関　

昭
仁

　

鈴
木　

麻
里

　

豊
田
多
美
子

　

大
田　

房
夫

　

村
上　

勇
夫

　

杉
田　

知
子

　

古
田　
　

大

　

長
柄　

和
夫

　

倉
本　

賀
透

　

苅
谷　

賢
治

　

苅
谷　

益
子

　

北
原　

文
彦

　

木
下　
　

稔

　

松
下　

志
保

　

石
田　

一
哉

　

石
川　

智
子

　

鈴
木　

通
徳

　

下
谷
久
美
子

　

植
田　

隆
吉

　

三
井　

夕
加

　

星
野
由
美
子
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手釿始祭 墨付け手釿始祭 墨付け
すみ つすみ つ

古式十二段舞楽　3番「蝶の舞」古式十二段舞楽　3番「蝶の舞」

４月

3月 弥生
やよい

月次祭
一宮祖霊社月次祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
初甲子祭
真田城趾慰霊祭
鉾執社例祭
月次祭
春季皇霊祭遙拝式

（午前 9時）
（午前10時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前 9時）
（午前10時30分）
（午後 1時30分）
（午前 9時）
（午前 9時）

1日
1日
6日
6日
17日
17日
17日
18日
20日

〈例祭日程〉
15日
17日
17日
17日
17日
18日
18日
18日

垢籬祭
献詠祭
前日祭
古式十二段舞楽奉奏（重文）
氏子入奉告祭
例祭
古式十二段舞楽奉奏（重文）
神幸祭・神子舞奉奏

（午前11時）
（午前 9時）
（午前11時）
（午後 1時30分）
（午後 2時）
（午前10時）
（午前11時）
（午後 2時）

田遊び神事

　1月3日午後1時より斎行いたし
ます。
　年の始めに、その年の豊作を祈
願して田作りから刈り入れまでの
稲作課程を模擬的に演じてみせる
神事です。国選択の記録すべき無
形民俗文化財に指定されています。

歳　旦　祭
さい　　　　　たん　　　　　 さい

　1月1日午前2時より斎行いたし
ます。
　新年を祝いご皇室の弥栄と国の
益々の発展、氏子崇敬者と地域社
会の平和と繁栄を祈るお祭りです。

さい    こう

いや    さか

　どんど焼きは、お正月に飾った注連縄や
門松、古いお神札やお守りを焚き上げ、各
家庭でお正月にお迎えした歳神様（ご先祖
様の御霊）をお送りする大切な神事です。
　神聖な神事の妨げとなる不要物（ぬいぐ
るみ・人形・おもちゃなど）はお持ち込み
にならないようお願いいたします。

どんど焼き祭
令和3年1月17日（日）午前8時30分より令和3年1月17日（日）午前8時30分より

とし　がみ

みたま

4月 卯月
うづき
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１月～  

2月 如月
きさらぎ

（午前 9時）
（午前10時）
（午前11時）
（午後 2時）
（日の出～午後3時）
（午前10時）
（午前10時30分）
（午前 9時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前 9時）

月次祭
一宮祖霊社月次祭
節分祭世話人祈祷祭
節分祭
大骨董蚤の市
本宮山月次祭
紀元祭
宗像社・飯王子社・白山社例祭
塩井神社例祭
祈年祭
天長祭

1日
1日
2日
2日
6日
6日
11日
15日
15日
18日
23日

1月 睦月
むつき

新春祈祷祭
歳旦祭
一宮祖霊社歳旦祭
日供始祭
元始祭・追儺祭
田遊祭
寒の丑日水汲祭
本宮山例祭
昭和天皇祭遙拝式
神明宮参拝
手釿始祭
甲子祭
八王子社例祭
どんど焼祭
御弓始祭
月次祭
～2月28日　厄除大祭

（午前 0時より）
（午前 2時）
（午前 8時）
（午前 8時）
（午前 8時）
（午後 1時）
（午前 2時）
（午前10時）
（午前 8時）
（午前 9時）
（午前 8時）
（午前 9時）
（午前 8時）
（午前 8時30分）
（午前 9時30分）
（午前 9時）

1日
1日
1日
2日
3日
3日
5日
6日
7日
7日
11日
16日
17日
17日
17日
18日
20日

節分祭・豆撒き神事

　2月2日午後2時より斎行いたします。
　豆撒き神事をはじめとする全員
参加型の神事で、多くのご参拝の
皆様で賑わいます。元は宮中の年
中行事として行なわれ、現在では、
日本の国民的な伝統神事として定
着しています。

御 弓 始 祭

　1月17日午前9時30分より斎行い
たします。
　当社では、『疫神鎮送』の神事
として、災い除けの側面を持ち合
わせています。的に向かい放たれ
た矢は、災難除けの縁起物として
持ち帰る方が大勢います。

えき  じん   ちん   そう

お　　　ゆみ　　はじめ　　 さい

　日常生活の中で知らぬうちに犯した罪や
過ち、心身の穢れを人形に託して川や海に
流し、祓い清める神事です。古来より、清
浄を大切にしてきた日本人の慣わしの一つ
です。
　引続き、今年の一年を感謝し、素晴らし
い年を迎えることができるようにお祈りす
る除夜祭を執り行います。大祓式には、ど
なたでもご参列ができます。（除夜祭は、
本年に限りご参列をご遠慮いただきます）
　一年の罪穢れを祓い、身も心も清々しい
気持ちで新年をお迎えください。

師走大祓式・除夜祭
令和2年12月31日（木）午後3時より令和2年12月31日（木）午後3時より

小國神社　おおはらえのことば

スペシャルムービー～古の祝詞　大祓詞への誘い～
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新
し
い
年
、
新
し
い

　
お
神
札
、
お
守
り
を

ふ
　
　
　
だ

〜
生
活
空
間
に
そ
っ
と
寄
り
添
う
、縁
起
物
〜

か
の
と
　    

う
し

え
　
　
　
と
　
　  

ど
　
　 

れ
い

辛
丑 
小
國
神
社
干
支
土
鈴

特
別

奉
製

（
授
与
料
一
、五
〇
〇
円
）

岡本政志…張り子作家で、干支土鈴の型を作成。
暖かみと優しさ溢れる作品が特徴。

中野日和…三重県桑名市在住の画家、改組日展、
光風会展など多数入選。

　　　　　干支土鈴の総合デザインなど担当。
渡辺誠弥…三重県桑名市在住、元NHKアナウン

サーで文筆家。カフェテラス「ブナの
木」で蕎麦も打つ。封入されている
『干支土鈴の吉祥縁起ばなし』の監修
など担当。

作 り 手

れ や かにこころ 晴
　
昨
年
も
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
、
絵
馬
師
の
永
崎
ひ
ま
る
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
、
干
支
絵
馬
付

き
破
魔
矢
を
本
年
も
お
正
月
よ
り
授
与
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
の
干
支
絵
馬
は
、
力
強
く
も
愛
ら
し
い
黒
毛
の
ウ
シ
、
そ
し
て
ご
祭
神
の
宝
器
で
あ
る
打
ち
出
の

小
槌
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
縁
起
の
良
い
図
柄
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
作
品
も
小
國
神
社
の
雰
囲
気
を
存
分

に
表
現
し
た
特
別
な
授
与
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
祈
願
ま
た
は
祈
願
成
就
の
感
謝
の
証
と
し
て
神
社
に
奉
納
す
る
、
馬
の
絵
を
描
い
た
額
の
こ
と
を
「
絵

馬
」
と
い
い
ま
す
。 

　
日
本
で
は
古
く
か
ら
、
神
さ
ま
の
乗
り
物
と
し
て
馬
が
神
聖
視
さ
れ
、
お
祭
り
や
祈
願
の
と
き
に
生
き

た
馬
を
奉
納
す
る
風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
板
に
馬
の
絵
を
描
き
奉
納
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
が
絵
馬
の
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
代
で
は
、
図
柄
は
多
様
化
し
、
病
気
平
癒
を
願
う
絵
馬
や
安
産
や
子
育
て
な
ど
の
絵
馬
が
次
第
に
増

え
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
入
学
祈
願
や
就
職
、
良
縁
を
求
め
る
た
め
の
絵
馬
が
増
え
て
い
ま
す
。

絵
馬
師
　
永
崎
ひ
ま
る
謹
製

（
授
与
料
一
、〇
〇
〇
円
也
）

干
支
絵
馬
付
き
破
魔
矢

『
絵
馬
』の
歴
史
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

土
鈴
　
吉
祥
縁
起
ば
な
し

永崎ひまる

　伊勢の神宮をはじめ、宗像大社など数々の神社
に大絵馬を奉納。平成二十八年には、伊勢志摩サ
ミットを記念した大絵馬を安倍首相に献上。
　また、二〇一四グルマン世界料理本大賞イラス
トレーション部門のグランプリに選出、読売新聞
の書評欄「本よみうり堂」などでも紹介される。
　絵馬をはじめとする様々なイラストレーション
やデザインを通して日本の文化を世界に広める活
動を展開している。

プロフィール

絵馬師・和風画家・作家
平成二十七年度神道文化賞受賞

特
別

奉
製

　
当
社
の
土
鈴
は
、
民
俗
学
者
で
あ
る
折
口
信
夫
氏
の
高
弟
鈴
木

正
彦
氏
が
、
多
年
の
研
究
の
中
で
収
集
し
た
一
万
数
千
点
の
土
鈴

を
関
係
者
各
位
の
ご
縁
ご
協
力
に
よ
り
当
社
に
奉
納
さ
れ
た
こ
と

に
始
ま
り
ま
す
。

　
子
年
の
令
和
二
年
春
、
当
社
で
は
こ
れ
を
機
に
一
年
の
平
安
を

祈
願
し
、
「
小
國
神
社
干
支
土
鈴
」
の
授
与
を
始
め
ま
し
た
。

　
本
年
「
辛
丑
年
」
は
古
来
よ
り
、
物
事
が
醸
成
さ
れ
発
展
の
兆

し
が
顕
れ
る
年
と
伝
わ
り
ま
す
。
当
社
に
お
参
り
下
さ
る
方
々
の

幸
せ
を
願
い
、
独
自
の
土
鈴
を
奉
製
い
た
し
ま
し
た
。

か
の
と 

う
し  

ど
し

あ
ら
わ

き
っ       

し
ょ
う     

え
ん          

ぎ
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新
生
児
選
名
・
命
名
に
つ
い
て

　
様
々
な
節
目
を
迎
え
る
と
き
、

神
さ
ま
へ
「
感
謝
」
と
「
ご
奉

告
」
を
行
う
こ
と
は
、
古
来
よ

り
受
け
継
が
れ
た
日
本
の
文
化

で
す
。

　
当
社
で
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
則
し
た
新
生
児
に
ふ
さ
わ

し
い
名
前
を
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族
で
考
え
ら
れ

た
お
名
前
候
補
の
中
か
ら
も
ご

相
談
の
上
、
選
名
い
た
し
ま
す
。

　
お
名
前
が
決
定
の
後
、
お
子

様
の
無
事
成
長
と
一
生
の
幸
せ

を
ご
神
前
で
お
祈
り
し
、
お
神

札
、
朱
印
を
押
印
し
た
命
名
書

を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料
　
一
〇
、
〇
〇
〇
円
也

命
　
　
　
名

令
和
二
年
六
月
一
日
㈪
〜

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
㈪

生

お申し込み方法など詳しくは、小國神社 選名・命名奉告で検索

小國神社 選名・命名奉告

を
受
け
�
生
を
伝
え
る

﹁
人
の
一
生
﹂

●破魔矢のお話●

　破魔矢は、お正月の期間に受けられる開運招福の
授与品で、その年の干支の絵馬が付いたものなどが
あり、一年間お祀りする縁起物です。
　その名の通り、魔を破り災厄を祓う矢として信仰
されています。
　元来、破魔矢は破魔弓と一式になっているもので
全国的に見られる年占いに行われていた弓射を起源
とするとも云われています。これは地区ごとに弓射
を競って勝利した地区は豊作に恵まれるというもの
で、作物の豊凶を占うために行われていました。

　この年占いは、やがて簡略化され男児の成長を祝
う縁起物として初正月や初節句に矢と弓を贈る行事
となり（女児は羽子板）、後に矢だけが残り家庭の
安全を願うお正月の縁起物として授与されるように
なりました。
　お受けになりました破魔矢は、神棚や床の間にお
祀りするのが良いとされますが、家の出入口である
玄関にお祀りいただいてもかまいません。矢先の方
角につきましても特に決められた方向はありません
ので、粗末にならないようお祀り下さい。

神社を知れば日本がわかる

“まつりの国、日本”

イラスト　小國神社ものがたり
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新型コロナウイルス感染症への取り組み
　当社では、毎朝の日供祭に合わせ新型コロナウイルス感染症鎮静祈願の祝詞を奏上し、1日も早く事態が鎮静化
するように大神様にお祈りするとともに感染拡大防止のため、以下の対策を実施しております。ご不便をお掛け
いたしますが、皆様のご理解ご協力の程をお願い申し上げます。

●新型コロナウイルス感染症の影響で初詣の混雑が気になる方が多くいらっしゃると思います。
　初詣とは、新年最初に詣でることであり元旦～5日までの限定ではありません。いつご参拝
いただいても初詣となりますので1月～3月までを目安に余裕をもって、ご計画いただきます
ようお願い申し上げます。

●発熱や倦怠感、風邪の症状のなどをお感じの方は、症状が改善されるまで
ご参拝をご遠慮いただきますようお願い申し上げます。

境内について

●ご参拝につきましては通常通り参拝ができますが、マスクの着用をお願いいたします。
●参道横の手水舎は柄杓を撤去し、流水にてお清めいただいています。
●拝殿前賽銭箱の鈴緒は撤去させていただいています。
●ソーシャルディスタンスにご協力ください。
●各所に消毒液を設置していますので、ご利用ください。

お札お守りの授与・
ご朱印受付について

●午前9時～午後4時まで、通常通り行っています。（正月期間除）
●窓口には、飛沫感染防止のアクリル板を設置しています。

ご祈祷について

●受付時間は、午前9時～午後4時まで通常通りご奉仕しています。（正月期間除）
●昇殿人数の制限を行っております。※昇殿とは、ご祈祷のため拝殿に入ることです。
　1家族あたり4名までとさせていただきます（未就学児除、但し席は4席です。）
●受付には、飛沫感染防止のアクリル板を設置しています。
●拝殿内及び祈祷者控室内は、除菌噴霧を行い室内換気も行っています。
●ご祈祷中は、マスクの着用をお願いいたします。（未就学児除）
●玉串による拝礼は、ご遠慮いただいております。

神社職員の
対応

●職員は出社前の検温を実施し、手洗いうがいを徹底しています。
●社務所内に消毒液を設置し、定期的に消毒をしています。
●全職員マスク着用にて社務を実施しています。

お正月期間に
ついて

その他

拝殿前でお参りする様子拝殿前でお参りする様子 間隔をあけて座る拝殿内間隔をあけて座る拝殿内 除菌噴霧器除菌噴霧器
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第十九回　小國神社　写真コンテスト詳しくはこちら

第18回最優秀賞　松浦嘉人 氏 「秋雨の森」第18回最優秀賞　松浦嘉人 氏 「秋雨の森」

作品のご応募について
最優秀賞から

入選まで各賞をご用意

写真展の
開催予定

小國神社休憩所2階研修室
令和3年9月頃開催予定

●皆さん、とても素晴らしい感性をお持ちで
　観ているだけで癒されます。（浜松市）
●野鳥の写真には、心がほっこりさせられました。（森町）
●美しい写真ばかりで感動しました。（袋井市）

●紅葉の写真を見ていると日本の四季の素晴らしさを
　改めて感じました。（藤枝市）
●写真を撮る人の心の美しさが、そのままフレーズに
　表れ心を洗われました。（町田市）

〝
小
國
神
社
で
見
つ
け
た
日
本
の
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さ
〞
を
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現
し
た
〝
こ
こ
ろ
安
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ぐ
〞
素
敵
な
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を

心
よ
り
お
待
ち
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て
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り
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す
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統
文
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〞
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り
取
る
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統
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取
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本
年
も
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
「
古
代
の
森
小
國
神
社
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
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小
國
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つ
け
た

日
本
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し
た
写
真
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募
集
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
一
枚
か
ら
で
も
、
年
齢
や
お
住
ま
い
を
問
わ
ず
誰
で
も
ご
応

募
い
た
だ
け
る
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
心
ゆ
く
ま
で
作
品
を
堪
能
で
き
る
写
真
展
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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応
募
い
た
だ
い
た
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か
ら
、
受
賞
作
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・
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示
作
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、

約
五
十
点
を
選
び
、
展
示
い
た
し
ま
す
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・
催
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鳥
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〜
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日
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着
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募
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き
ま
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イ
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。
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懸
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い
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す
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写真展に寄せられた皆さまからのご感想
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お
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い
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。

　
十
一
月
に
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、
全
国
的
に
新
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コ
ロ
ナ

の
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、
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対
応
に
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っ
て
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井
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特
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賜
わ
り
ま
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当
に

あ
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と
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ご
ざ
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ま
し
た
。
先
生
の
お
話
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通
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民
一
人
一
人
の
努
力
が
無
け
れ
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、

こ
の
国
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を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
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来
な
い

と
思
い
ま
す
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基
本
的
な
予
防
対
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し
っ

か
り
行
い
、
様
々
な
感
染
症
か
ら
身
を
守
る

こ
と
が
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だ
と
思
い
ま
す
。
外
出
す
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に
は
マ
ス
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の
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手
指
の
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も
行
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ま
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。
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た
氏
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崇
敬
者
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皆
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自
愛
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丑
年
を
お
迎
え
下
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よ
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お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
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集
後
記

▲火色鳥（アカショウビン）

　
古
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ら
日
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る
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方
で
、
身
の
回
り
の
凶
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・
体
調
不
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な
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様
々
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を
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き
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す
い
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と
さ
れ
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す
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女
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が
本
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と
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そ

の
前
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の
年
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を
「
前
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」
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後
厄
」
と
言
い
ま
す
。
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。
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行
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除
け
の
お
祓
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を
始
め
、
八
方
塞
除
け
・
黒

星
除
け
な
ど
の
災
い
除
け
の
ご
祈
祷
を
ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

厄
除
大
祭
の
ご
案
内

厄
年
と
は
？

令和3年八方塞がり・黒星一覧表 令和3年厄年一覧表
八方塞がり【六白金星】

万事に慎重を要する年まわりと言われています

※上記の年齢は数え年です ※上記の年齢は数え年です ※上記の年齢は数え年です ※上記の年齢は数え年です

運気が低迷する年まわりと言われています
黒　　　星【二黒土星】 男　　性 女　　性

昭和 24 年
昭和 33 年
昭和 42 年
昭和 51 年
昭和 60 年
平成   6 年
平成 15 年
平成 24 年

73 歳
64 歳
55 歳
46 歳
37 歳
28 歳
19 歳
10 歳

昭和 19 年
昭和 28 年
昭和 37 年
昭和 46 年
昭和 55 年

平成 10 年
平成 19 年

前　厄 本　厄 後　厄78 歳
69 歳
60 歳
51 歳
42 歳
33 歳
24 歳
15 歳

60歳 61歳 62歳

昭和37年 昭和36年 昭和35年

41歳 42歳 43歳

昭和56年 昭和55年 昭和54年

24歳 25歳 26歳

平成10年 平成  9年 平成  8年

前　厄 本　厄 後　厄

36歳 37歳 38歳

昭和61年 昭和60年 昭和59年

32歳 33歳 34歳

平成  2年 平成元年
昭和64年 昭和63年

18歳 19歳 20歳

平成16年 平成15年 平成14年

健
康
で
充
実
し
た
人
生
を
願
う

厄 
除 

大 

祭

令
和
三
年
　
丑（
う
し
）

一
月
二
十
日
㈬
〜
二
月
二
十
八
日
㈰

昭和 64 年
平成 元 年
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付
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神
慮
を
畏
み
、
宮
司
を
輔
け
、

祭
祀
の
厳
修
と
ご
神
徳
の
発
揚

に
精
励
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
倍
旧
の
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

受
付
時
間
　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時

祈
祷
料
　
五
、
〇
〇
〇
円
よ
り

（

）

▶
破
魔
弓
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初
穂
料　

二
、〇
〇
〇
円


